
事 項 水田における稲わらの長期連用効果

水田への稲わらの鋤き込みは、地力の維持・増進に効果的であり、堆肥などの施用に比

べると容易に行うことができる有機物の施用方法である。しかし、連用年数が少ない場合

ね ら い は、水田の地力に与える効果は小さい。

長期にわたる稲わらの連用を行った結果、水田の地力や水稲の収量性に及ぼす影響につ

いて明らかになったので、参考に供する。

１ 水田の地力に及ぼす影響

指

導

参

考 ２ 水稲の収量と養分吸収に及ぼす影響

（１）連用開始から10年までは減収する場合があるが、連用年数が増えるにつれて籾数が

内 増加し、収量は化学肥料のみ連用した場合と同等以上になり、稲わら堆肥と同程度の

増収効果が認められる。

容 （２）土壌からの窒素供給が多くなり、水稲の窒素吸収は幼穂形成期前から穂揃期にかけ

て増加し、収穫時の吸収量は化学肥料のみ連用した場合より多くなる。

（３）収穫時におけるその他の養分吸収量は、化学肥料を単用した場合と比較して、カリ

が大きく上回り、りん酸、石灰、苦土及びケイ酸も化学肥料のみ連用した場合より多

くなる。

１ 水田への稲わらの鋤き込みが継続して行われるようになり、本県の水田地力の維持・

期 待 さ れ る 効 果 増進と水稲の安定生産に寄与する。

２ 未利用となっている稲わらの利用促進が図られる。

１ 本試験は、黒石市の灰色低地土水田で、稲わら60kg/aを春に散布、鋤き込みして行っ

た。幼穂形成期前に中干しを行い、基肥窒素の増肥や腐熟促進剤の施用はしていない。

利 用 上 の 注 意 事 項 ２ 稲わらの施用は秋鋤き込みを基本とし、施用年数が少ない場合は基肥窒素の増肥や腐

熟促進剤の施用などの対策を行う。

３ 水田の土壌改良目標値に応じた土づくりを適切に行う。
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【根拠となった主要な試験結果】


